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自立支援型ケアマネジメント検討会議の目的

 検討会議は、高齢者のうち要支援認定者における自立支援・介護予防の観点を踏まえ
て地域ケア個別会議を活用することにより、「要支援者等の生活行為の課題の解決等、
状態の改善に導き、自立を促すこと」ひいては「高齢者のQOL の向上」を目指すこと
を目的とします。

自立支援 → 高齢者のＱＯＬ向上

また、そのために、市民及び関係者の自立支援に向けた意識改革及び介
護保険におけるケアマネジャー等のスキルアップ並びにスキルの平準化
を実現していきます。

ケアマネジャー等のスキルアップ並びにスキルの平準化

併せまして、本市の今後の政策形成等のため、保険者として地域におけ
る課題等を把握し、今後の政策形成に生かすことも目的としています。

地域における課題等を把握



自立支援型ケアマネジメント検討会議の選定
ケース（大阪市）

ア 基本対象ケース

次のすべてに該当する高齢者とする。

①第1号被保険者（65歳以上高齢者）

②在宅の高齢者（サービス付き高齢者向け住宅などの在宅型施設も含む）

③要介護認定における要介護度が、要支援１⼜は要支援２の者

④概ね1年以内の介護保険制度新規申請者

⑤介護保険サービス⼜は総合事業サービス利用者

⑥生活不活発病（廃用性症候群）の者⼜は将来的になり得ると思われる者、

⼜は骨折等の筋骨格系疾患の者

イ 特別対象ケース

早期に有識者によるケアプランに対する意⾒や検討等が必要と判断されるケース



介護保険法

 第一条 この法律は、加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等により要介
護状態となり、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上の管

理その他の医療を要する者等について、これらの者が尊厳を保持し、その
有する能力に応じ自立した日常生
活を営むことができるよう、必要な保健医療

サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため、国民の共同連帯の理念に基づき
介護保険制度を設け、その行う保険給付等に関して必要な事項を定め、もって国民
の保健医療の向上及び福祉の増進を図ることを目的とする。



『自立』？？？

「自立」には主に４つの種類があると言われています。

①「身体的自立」

②「精神的自立」

③「経済的自立」

④「社会的自立」

 自律

▶ 他からの支配や制約を受けずに、自分自身で立てた規範に従って行動すること。

＜対義語＞；他律（自らの意識によらず、他からの命令や強制によって行動すること。）

 自立

▶ 他への従属から離れて、独り立ちすること。

＜対義語＞；依存（他に頼って存在すること。）



まとめ

自己実現（望む暮らしの実現）が、その人の自立支援になる

その人（対象者）によって、自立の意味合いが変わる

自立支援の目標は、状況によって変化する。ただ、その状態
での自己実現の最大化（望む暮らしの実現）が自立支援の最
大化となる。

自立支援とは、

『望む暮らし』の実現


